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68-1 金道アカラシアの外科的治壌に関する全匿謂査
原輝彦(千大〉
食道アカラシアの外科的治壌の実態を知る目的で全国
調査を行った。回答率は124施設中83蒐設66.9弘である。
外来患者数は1301倒で男女比は工:1.2であり，食道癌
合併併は35鰐2.7%にみられた。また病悩期間 5年以上， 
X隷拡張型 Sp型，拡張度 E震のものが各々約半数を占
めていた。手荷例は 860併で，術式としては Heller法
及び変法が最も広く行われ， 次いで胃弁移植錆， Fu-
ndic patch語などが多く，これらは何れも良妻子な成讃
であった。 
68-2 街後急性腎不全の問題点
野村膚ー(千大)
昭和41年以来衝後急性腎不全は40iJUで救命保は20関で
ある。このうち訪問は産科手構後の急性腎下全であり，
救命例は 8何である。頭部手衝後急性腎不全は2li売で，
その原因は，吻合部経合不全 7イ見街後出血 2例， DIC 
1例でこれらは全併死亡している。その也の原菌として
は吻合部狭窄 1弼，異型輪血 2伊U，輪液の過誤 2伊U，そ
の他 6例で計11例であ!J8伊jを救命し得た。救命倒 8例
中2併比腹1莫炎に対して行われた手術後の急性腎不全
であり， 縫合不全による麓膜炎，後出車と雄も早期発
見，治嬢により救命し存るものと確信する。 
68-3 棒組織片移植の研究
渡辺一男〈千大臓器移植研究班)
②雑種成犬に於て， Collagenase ti再犯だけの棒組織
片を捧全刻した元の犬に戻した際に，生着可能な臓器を
検討した。結果は，韓実質内および丹脈技内投与の場合
に於て，生着機能することを確寵した。号これらについ
て，同種開の移櫨を行い，移植場所として，その震劣を
検討した。結果は， ]車内投与は， 早期に拒絶が受け易
く，また，拡免疫療法に対しでも反応し難い。一方，門
1m技内投与では生著の廷長が認められ，諒床J;t用が期待
された。 
68-4 食道癌の内視銭診断に関する 2，3の考察
久賀克也(千大〉
内視鏡所見より，予後に関係すると思われる組織学的
深達喪，分化型の診噺の可能性について検討を試みた。
深達度については，内視鏡的;こ観察した潰蕩底の深さか
ら推測可能と思われる。分化型については，辺藤隆起に
おける癌露出の状態がある程変関連する接に患われる。
文，備前合併療法の内視鏡的効果判定について述べ
た。合併療法前の内視競所見からは効果の予測は医難
で，効果は合併察法の方法，特に黒射の方法，量によ
る。 
68-5 食道癌の街需における合併察法前後の X線学
的検討
樟栓貞夫(千大)
金道癌の治療成績の向上をはかる自的で街需に放射線
療法，化学療法等をおこなっているが今回は合許療法前
後の X隷学的所見と組識学的効果との関係について検討
した。 X線上癌巣の消失所見癌巣の縞少食道壁の改善所
見，食道壁の改善所見，改善所見の認められない所見の 
4所見にわけで検討すると前 2者は組織学的効果が非常
に期待できるが後 2者註あま予期待できない。又X線上
癌巣の境界は明で旦辺義が軟いものは効果がある。 
68-6 メイヨクリニックの 1年開
磯野可ー(千大)
メイヨクヲニックの紹介と 1年間の研究発表。
研究は Proximal Gast主icVagotomy and Suprap・ 
yloric Antrectomy: Experimental Evaluation in 
the Dog.の titleである。実験方法は，手術前後にお
いて，Q)胃液酸度， @ Gastrin，ミ号胃排出試験(液体，
消化性題形物，非滑化住居形物)， @胃逆流試験につい
て，担ayoClinic独自の方法で諸行した。 その結果，
上記0，@，④において，充分満足する結果が持たが，
③の内，消イむ性酉形物(牛の野島義)の排出時間が帯後記
おいて，著暁に減少した。この意味づけにおいて明解な
解釈が得られていないが，今後の検討が必要である。
